
北見市における景気動向調査報告書 

< 第 Ⅳ 四 半 期 > 

 

北 見 商 工 会 議 所 

 

Ⅰ．調 査 要 領 

 

１．調査時点及び調査対象期間 

（１）調 査 時 点 令和２年４月８日 

（２）調査対象期間 令和２年１月～３月期実績および令和２年４月～６月期見通しについて 

調査した。 

２．調 査 対 象             

  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 

 を往復ハガキにより調査した。 

３．回 収 状 況             

 

     企業数 

業 種 
対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社   ２３社 ７６．６％ 

建 設 業 ３０社   ２３社 ７６．６％ 

卸 売 業 ３０社   ２３社 ７６．６％ 

小 売 業 ３５社   ２１社 ６０．０％ 

サービス業 ２５社   １７社 ６８．０％ 

合   計 １５０社  １０７社 ７１．３％ 

 

注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 

 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ . 概   況 

 

 

《 全 体 の 動 き 》 

 

 令和元年度第Ⅳ四半期<令和２年１月～３月>の北見市における業況は、前年同期比で「好転企業」 

１２．１％、「悪化企業」５９．８％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△４７．７となっ

ています。 

このＤ・Ｉ値を前年同期と比較してみると、前年同期△１８．９→今期△４７．７と２８．８ポイン

トの大幅な悪化を示しました。また、前期<第Ⅲ四半期>との比較では、前期△２５．０→今回△４７．

７と２２．７ポイントの大幅な悪化傾向となりました。 

 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値△４７．９、建設業Ｄ・Ｉ値△８．７、卸売業Ｄ・Ｉ

値△５２．２、小売業Ｄ・Ｉ値△５２．４、サービス業Ｄ・Ｉ値△８８．２となっており、前年同期調

査と比較すると、建設業で６．３ポイントの好転となった一方、製造業で４３．３ポイント、卸売業と

小売業で３７．４ポイント、サービス業で３５．３ポイントの大幅な悪化傾向を示しました。 

 また、来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」８．４％、「悪化企業」６５．４％でＤ・Ｉ値     

△５７．０と、前年同期見通し（△１８．９）に比べ３８．１ポイントの大幅な悪化傾向を示しました。 

 北見市では、２月中旬に新型コロナウイルス感染症における「クラスター」が発生し、各種自粛要請

が出され飲食、サービス業をはじめ全業種に影響が拡大しており、今後の見通しにおいても厳しいもの

となっている 

 

 

 

《 業 種 別 の 動 き 》 

     

 

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」８．７％、「減少企業」５２．２％、 

                    Ｄ・Ｉ値４３．５と前年同期に比べ４３．５ポイントの大幅な

悪化傾向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」１３．０％、「悪化企業」４３．５％、 

                    Ｄ・Ｉ値△３０．５と前年同期より２６．０ポイントの大幅な

悪化傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３０．５、生産高Ｄ・Ｉ値△３４．８、資金

繰りＤ・Ｉ値△４７．８と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値で大

幅な悪化傾向を示し、非常に厳しい来期見通しとなっています。 

 

 



 

 

２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」２６．１％、「減少企業」３０．４％、 

                    Ｄ・Ｉ値△４．３と、前年同期に比べ５．７ポイントの好転傾

向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」           １７．４％、「悪化企業」３０．４％ 

                  Ｄ・Ｉ値△１３．０と前年同期に比べ８．０ポイントの悪化傾

向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３０．５、完成工事高Ｄ・Ｉ値△３０．４、

資金繰りＤ・Ｉ値△２１．８と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値

で悪化傾向を示し、非常に厳しい来期見通しとなっています。 

 

３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１３．０％「減少企業」６０．９％、 

                   Ｄ・Ｉ値△４７．９と前年同期に比べ４４．２ポイントの大幅

な悪化傾向を示しました。 

 

             採   算   前年比で「好転企業」           ８．７％、「悪化企業」６０．９％、 

                    Ｄ・Ｉ値△５２．２と前年同期に比べ２６．３ポイントの大幅

な悪化傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△８２．７、売上高Ｄ・Ｉ値△８２．７、資金

繰りＤ・Ｉ値△５２．２と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値で悪

化傾向を示し、非常に厳しい来期見通しとなっています。 

                

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」９．５％「減少企業」６６．７％、 

                  Ｄ・Ｉ値△５７．２と前年同期と比べて２７．２ポイントの大

幅な悪化傾向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」９．５％「悪化企業」５７．１％、 

                   Ｄ・Ｉ値△４７．６と前年同期と比べ３２．６ポイントの大幅

な悪化傾向を示しました。 

 

            来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△４２．９、売上高Ｄ・Ｉ値△３８．１、資金                  

繰りＤ・Ｉ値△２３．８と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値で

悪化傾向を示し、非常に厳しい来期見通しとなっています。 

         

 



 

 

５）サービス業   売 上 高     前年比で「増加企業」５．９％、「減少企業」９４．１％、         

Ｄ・Ｉ値△８８．２と前年同期と比べ４７．１ポイントの大

幅な悪化傾向を示しました。 

 

          採   算      前年比で「好転企業」５．９％、「悪化企業」９４．１％、 

                   Ｄ・Ｉ値△８８．２と前年同期から３５．３ポイントの大幅

な悪化傾向を示しました。 

 

                  来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△８２．４、売上高Ｄ・Ｉ値△８２．４、資  

                   金繰りＤ・Ｉ値△７６．５と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値

で悪化傾向を示し、非常に厳しい来期見通しとなっています。 





業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            

 
１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 得 意 先 減 少 同業者間の競合 

建 設 業 人 材 不 足 人 件 費 増 諸 経 費 増 得 意 先 減 少 同業者間の競合 

卸 売 業 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 同業者間の競合 

小 売 業 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 材 不 足 同業者間の競合 資金調達困難 

サービス業 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 件 費 増 同業者間の競合 人 材 不 足 

合   計 諸 経 費 増 人 材 不 足 得 意 先 減 少 人 件 費 増 同業者間の競合 

※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 

 

○全業種でみると、前回調査から１位と２位に変動はなかったが前回３位、４位だった「人件費増」「同

業者間の競合」がひとつずつ順位を下げ、前回５位の「得意先減少」が順位を上げ３位となった。 

また、業種別でみると卸売業、小売業、サービス業では「得意先減少」がトップとなっており、新型

コロナウイルスによる売上減少等大きな影響を受けていることが伺える。加えて、増税によるコストア

ップや人材不足についてなど、それぞれの業界が抱える問題は一層深刻になっていることが伺える 

  

※その他及び具体的な業界の問題点と新型コロナウイルスによる影響についての記載事項 

 

（製造）○学校給食の停止や飲食店の落ち込み、個人消費の冷え込み等全ての面で大きな損害を 

受けている。 

    ○注文数が３月以降激減。 

    ○イベントなどの中止による印刷物の減少が懸念される。 

    ○清掃・消毒等の作業増加 

    

（建設）○民間企業の設備投資の延期・中止が予想される。 

    ○公共工事で感染が出れば厳しい状況となりうる。 

    ○発注時期の不明化及びずれ込みが発生しており、資金繰り等に及ぼす影響の可能性が 

     懸念される。 

    ○１２月～４月の工事量の減少で人件費負担が増加している。 

    ○公共工事の減少 

    

（卸売）○売り上げが半分以下。 

    ○ホテル等への納入が無くなった。また、インバウンドの減少と営業での来北がほとんど無く 

     売上の減少につながっている。 

    ○業務用酒販店売上減少。外出を控えた事で、料飲店売上大幅減少。閉店・廃業続出。 

    ○サービス業全般がコロナの影響あり。今後海外からのモノの遅れにより、夏以降モノが入ら

ない最悪の状況を想定しないといけない。 



    ○先の見えない不安に消費マインドも落ちている。 

    ○３月から４月の展示会イベントがすべて中止になり販売機会の損失も発生。 

    ○マスク・消毒液関連の品薄により問い合わせ等の対応に苦労している。得意先への訪問に制

限があり営業活動ができていない。 

    ○メーカーからの部品供給が中国から無くなり、生産能力が落ちてきているため、今後の商品

仕入れに影響が出始めている。 

     

（小売）○来店客数が大幅に減少。 

    ○売上前年比７割減。４月～５月まで婚礼・宴会等ほぼキャンセルの状況見通し立たず。 

○公共施設の休館、病院の来院の自粛、歓送迎会の中止による購買意欲の低下等の影響が 

大きい。 

    ○徐々に客数は戻りつつあるが、前年比で見ると苦戦。コロナウイルス感染者が減少後の好転

を期待。 

    ○マスク・消毒液等の経費増。 

    ○学校給食、ホテル、飲食店がお得意様なので悲鳴をあげている。でも頑張ります。 

     

（サービス）○風評被害も含めて、人の流れが滞っている為、何時迄続くのか見通しがたたない。 

      ○コロナウイルスによる客足の大幅な減少。 

 

業 況 

製造業 ⇒ 好転（農産物加工、飴菓子、鋳物製品） 

        悪化（菓子、食肉、ビール製造、松製材、木製品、印刷、金属製品、農業用機械、 

石材加工、石灰製品、建具） 

 

建設業 ⇒ 好転（一般住宅、給排水） 

悪化（一般土木、塗装、屋根板金） 

 

卸売業 ⇒ 好転（事務機器） 

        悪化（鉄鋼、食品、米穀、製菓製パン、酒類、作業着、家電、土木建築資材、 

自動車部品、玩具、種苗） 

 

小売業 ⇒ 好転（介護用品、スポーツ用品） 

        悪化（食肉、酒、青果、紳士婦人服、眼鏡、自動車、家電、靴、絵画、火薬、 

生鮮食品） 

 

サービス業 ⇒ 好転（IT） 

          悪化（ホテル、ビルメンテナンス、飲食、建物清掃、理美容、レンタカー 

             喫茶） 

             （※太字アンダーライン表示は重複該当業種） 


